
 

   

  

 

 

 

 
 

新型コロナウイルス感染症対策関係経費 

 

１ 飲食・サービス安心応援給付金〈冬版〉 ・・・・・・・・・ １億円 

（産業支援課） 

◎ 売上低迷に加え、材料や燃料の高騰で影響のある飲食・サービス業等を対

象に、冬場でも換気を徹底させる支援を行うもの。店舗内での換気ファンの

設置やＣｏ２センサーの準備など、換気ルールの徹底・提示を促します。 

≪事業概要≫ 

・対象者：下記の条件を全て満たすもの 

① 長岡市内に事業所を有する以下の業種の中小企業者等 

・宿泊業・飲食サービス業、生活関連サービス業・娯楽業 

・卸売業・小売業、運輸業・郵便業 

② 令和３年１０月から令和４年１月までの期間において、月の

売上高が２か月連続して前年比較（または前々年比）２０％以

上減少している事業者 

③ 飲食業は「にいがた安心なお店応援プロジェクト」認証を取

得又は取得を目指すこと。他業種は業界ガイドラインに基づく

感染防止対策を実施していること。 

・支給額：１店舗につき１０万円（定額）※５月の支給時は１事業者５万円 

 

２ 住宅リフォーム支援事業補助金 ・・・・・・・・ １，０１２万５千円 

   ※さらに令和４年４月からの早期着手を可能とするため、補助金３，０００万

円の債務負担行為設定を行う。 （都市政策課） 

◎ 新型コロナウイルス禍やウッドショックの影響を受けた市内建築関連業者

の支援による地域経済の活性化と、市民の住環境の向上及び既存住宅の継続

的な利用と居住の促進を図るもの。冬期の内装工事や雪解け後の外壁工事等

を切れ間なく行えるよう追加実施する。 

≪事業概要≫ 令和３年度当初受付分の事業内容と同じです。 

・対 象 者：市内に住所を有し、建築後１０年を超えた住宅に居住している

住宅の所有者 

・対象工事：バリアフリー・安全。省エネルギー、防災、長寿命化、新しい

生活様式に配慮したリフォーム 

・対象工事費：１０万円以上の工事で、補助率は対象工事費の １／５、補助

額の上限は５万円 

新型コロナウイルス感染症対策など 

１１月臨時会に１４億円の補正予算を提案 

別紙２ 

裏面へ続く 



 

   

 

３ 学生応援プロジェクト事業 ・・・・・・・・・・・・・・１，０００万円 

（ながおか・若者・しごと機構推進課） 

◎ 市内の大学・高専・専門学校に通う学生に対し、市内の飲食店等で使用で

きるクーポン券を配布し、年末年始の学生生活を支援する。 

≪事業概要≫ 

・対 象 者：市内大学・高専・専門学校の学生 約６，８００人 

・支援内容：ポッキリパスポートプレミアム版（１，０００円分のクーポン

券付き）に、１，０００円分のクーポン券を追加して配布 

・利用期間：令和４年１月３１日まで（既配布分と同期間） 

 

４ 自宅療養者等支援事業費 ・・・・・・・・・・・・・・・ ７２０万円 

（福祉総務課） 

◎ 感染症拡大の第６波に備え、新型コロナウイルス感染症の自宅療養者への

生活支援として、自宅療養者及びその同居家族に対し、食料品や日用品の生

活物資支援を行う。 

≪事業概要≫ 

・対 象 者：新型コロナウイルス感染症に係る自宅療養者及びその同居家族

のうち、親族等の支援を受けられず食料品等の調達に困窮して

いる市民 

・支援内容：支援パック（７日分相当の食料品及び日用品） 

１人１パック（１世帯上限３パック） 

※県では、自宅療養者に７日分相当の食料品及び日用品を支援 

 

５ 新型コロナウイルスワクチン接種事業費 ・・１２億７，９９８万９千円 

（新型コロナウイルスワクチン接種事業室） 

◎ 新型コロナウイルスワクチンの追加接種（３回目接種）に係る接種体制の

確保、接種に必要な経費（令和３年度実施予定分）と、１・２回目の接種率

増加に伴う接種費用を計上する。また、令和４年度も切れ目なく実施するた

めに、令和４年度予定事業費の一部について債務負担行為設定を行う。 

≪事業概要≫ ※事業の詳細は、記者会見資料№２のとおり 

・集団接種運営関係経費 ８億３，７０５万３千円 

・個別接種関係経費 ３億６，０３２万７千円 

・接種券作成等経費 ２，５５７万８千円 

・郵便料 ３，７０４万１千円 

・その他 １，９９９万円 

≪財源≫ 全額 国庫補助金及び負担金 

 


